
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 ～3.11 被災地視察研修に参加して

part8～ 

令和5年3月27日～29日の間、「3.11

被災地視察研修」に参加しました。 

震災当時の大川小学校の養護教諭に

ついて、遺族で当時中学校教諭だった

佐藤さんに尋ねました。大川小学校の

養護教諭は、まだ新規採用後、数年目の

若い方だったそうです。（思わず心の中

で合掌） 

佐藤さんは、自身の震災前後の中学

校生活を振り返って、養護教諭の役割

は大きいと言われました。普段は多い

保健室利用者が、災害後は減る。大人が

生活再建に大変な中、子どもは、しんど

い事を言わなくなるのだそうです。そ

んな時に弱音を吐いたり、泣いたりで

きる場所が保健室なのだと。 

現地の言葉 

「災害後の保健室の役割は大きい。」 

～１年間の掲載は終わります。 

ありがとうございました！～ 

 

R6.3.1 

 今年度最後の月となりました。3 年生とはお別れです。 

 3 月 3 日は「耳の日」。普段は意識することのない耳の働きですが、

「もし、聞こえが悪くなったら・・・。」と考えると、今の生活を維

持するのが難しくなってくるのが分かりますね。 

 健康について考え、感謝して今年度を締めくくりましょう。 

 3 年生の皆さん、たくさんの思い出をありがとうございました。 


